
令和５年度 人事院年次報告書 概要

令和６年 ６月

人 事 院



人事行政この１年の主な動き

職員一人一人が躍動でき、Well-beingが実現される公務を目指して

さらに、新時代にふさわしい公務員人事管理を実現すべく、人事行政諮問会議を開催し

聖域なく課題横断的に議論 （令和６年５月に中間報告、年内に最終提言予定） 2

公務組織を支える

多様で有為な人材の確保の

ための一体的な取組

➢ 採用試験の実施方法の
見直し

➢ 民間人材等の採用拡大
への対応

➢ 新卒や若手・中堅の
処遇改善など優秀な
人材確保に資する給与
制度の実現

職員個々の成長を通じた

組織パフォーマンスの

向上施策

➢ 自律的なキャリア形成・
主体的な学びの促進

➢ 兼業の在り方の検討

➢ 本省課室長の俸給体系
を職責重視に見直す
など役割・貢献に
ふさわしい処遇の実現

多様なワークスタイル・

ライフスタイル実現と

Well-beingの

土台となる環境整備

➢ フレックスタイム制の
拡充・柔軟化

➢ 勤務間のインターバル
確保に係る努力義務の
導入

➢ 超過勤務の縮減に向け
た取組

➢ 在宅勤務等手当の新設



新時代における公務人材マネジメントの実現に向けて
～人事行政諮問会議～

✓ 令和６年５月に、人事行政諮問会議が中間報告を公表
✓ 人事院としては、スピード感をもって、先んじて着手できる施策に

関しては、最終提言を待つことなく実施
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